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字面通りの意味→「主語が無生物である文」 

 

The door is open. (ドアが開いている。） 

The pen is on the desk. 

（ペンは机の上にある。） 

『「無生物主語」の文』って言葉よく聞くけど… 

これが 

無生物主語文？ 

いやいや 

まさかそんな 



＜無生物主語の例文＞ 

The bad weather made us cancel the game. 

 

My part-time job allows me to save a lot of money. 

  

 「総合英語Forest 5th edition」より 

 

                 ＝他動詞文 
 

文法書を見てみると 

  いわゆる 

『「無生物主語」の文』 

そうそう、 

こういうのこういうの 



The bad weather made us cancel the game. 

??悪天候がぼくらに試合を中止させた。 

→悪天候のために、ぼくらは試合を中止した。 

My part-time job allows me to save a lot of money. 

 ??アルバイトが私にお金をためることを可能とさせる。 

→アルバイトのおかげで、私はお金をたくさんためることができる。 

 

 「総合英語Forest 5th edition」より 

訳に工夫が必要？ 



無生物主語→副詞句的に訳す 

（Saito 2001; Suhama 1991;Tshshima 2011; 
Yabui 1998） 

 

「悪天候のために」 

「アルバイトのおかげで」 

 

→英語の無生物主語構文と日本語訳の対応関係を
実際の翻訳物から見てみる 

 

 

無生物主語構文の訳の “定説” 



『…英語にはいわゆる「無生物主語構文」(=無生物を主語
にとる他動詞文）というものが存在することに気がつく。し
かしながらこの構文は日本人の文法家が英語と日本語を
対照した和書の英文法書では見かけることがしばしばある
が、英語だけを記述対象とした洋書の英文法書ではほと
んど見かけることがない。 

 

…無生物主語構文という構文は日本語と英語を比較・対 
照してはじめて出現する概念であることがわかる。』 

                                  （Tsushima 2011, p. 31） 

いわゆる「無生物主語構文」 



無生物主語をもつ他動詞文は 

英語では普通だけど日本語にはないから 

日本の英文法書が「無生物主語構文」っていって 

とりあげたりするのか～ 

 

 

 

            …ん？ちょっと待って？ 

                   

 

 

そっか～なるほどね、 



「津波が家屋を押し流した。」 

 

「深刻な感染症が村を襲った。」 

 

 

             とか普通に言うじゃん？ 
 

     

    より英語に特有の無生物主語構文が知りた～い 

 

 



1st/2nd 

person 

pronouns 

3rd  

person 

pronouns 

Proper 

name 

Human 

noun 

Animate 

noun 

Inanimate 

noun 

Silverstein (1976) の名詞句階層 

Agent                                                                                                          Patient 

                                                                          (Version revised by Dixon (1979)) 

より他動詞文の主語らしい 
（影響を与える主体） 

より他動詞文の目的語らしい 
（影響を受ける対象） 



 ??大波が私をさらった。 

  大波が家屋をさらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

   

     ↑無生物 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

名詞句階層にしたがえば 

主語 目的語 述語 

大波が 私を さらった 

大波が 家屋を さらった 

1st/2nd 

person 

pronouns 

3rd  

person 

pronouns 

Proper name Human noun Animate 

noun 

Inanimate 

noun 

日本語では目的語が人称代名詞であるとき
により不自然（Tsunoda 1991） 



目的語が人称代名詞であるとき、日本語では無生物
主語がより不自然に感じられる 

→翻訳のときにより工夫が必要 

 

このような文を翻訳家はどのように処理するのか？ 

ターゲットとする無生物主語構文 



実際に翻訳を見てみるまえに 

 

 

 

英語のいわゆる「無生物主語構文」でよく使われる動詞
はなにか？ 

 

主語は文の中でどのような意味役割を果たすのか？ 
 

 

            コーパスからヒントをもらって調べます。 

 

私
、
無
生
物
主
語
く

ん
の
こ
と 

ま
だ
よ
く
知
ら
な
い

…

ッ
ッ
！
！
！ 



意味役割：名詞句が文の中で果たす意味的な役割 

 

AGENT: the initiator of the action 

EXPERIENCER: the entity that feels or perceives something 

THEME/PATIENT: entity that undergoes an action, undergoes motion, is experienced or perceived 

GOAL: entity towards which motion takes place 

RECIPIENT: subclass of goal for verbs involving a change of possession 

SOURCE: entity from which motion takes place 

LOCATION: place where the action occurs 

INSTRUMENT: object with which an action is performed 

BENEFICIARY: one for whose benefit an event took place 

(Riemer, 2010, p.338) 

 

意味役割 
（主題役割, thematic[semantic] roles） 



John    put     the key     on    the desk. 

Agent       Theme/Patient       Location 

 

John        saw       the picture. 

Experiencer             Theme 

 

このような意味役割でとらえたとき、無生物主語は
どのような役割を持つのか？ 

 

 

同じ位置でも意味役割が違う 



verb lemma frequency verb lemma frequency verb lemma frequency 

be 446 get 51 frighten 14 

make 425 help 48 teach 13 

give 311 worry 34 show 13 

take 271 do 34 set 13 

bring 121 keep 29 provide 13 

remind 103 put 28 kill 13 

strike 87 surprise 25 reach 12 

tell 82 hurt 22 concern 12 

lead 76 hit 21 scare 11 

leave 68 amuse 19 bother 11 

enable 66 drive 17 save 10 

allow 60 cause 16 move 10 

cost 52 affect 16 interest 10 

suit 51 please 14 amaze 10 

動詞から調べよう 
Table1 Frequency list of verbs in "it/this + verb + me/us/him" 

 



A 
giving or not giving sb 

something 

giving (positive or neutral) 
give/provide/leave(1)/bring(1)/

allow(1) 

giving (negetive) cost/cause(1) 

B 

keeping or putting sb in 

a certain status 
keep(1)/leave(2)/set/put/make(1)/lead(1)/bring(2)/drive(1) 

C 
leading sb to do 

something 

neutral make(2)/lead(2)/bring(3) 

positive enable/allow(2)/help 

negative cause(2)/drive(2) 

D 
stopping sb from doing 

something 
keep(2)/prevent/save 

E 
prompting a certain 

feeling 

remind/strike(1)/worry/surprise/hurt(1)/hit(1)/amuse/please/

frighten/concern(1)/scare/bother/move/interest/amaze 

F taking sb somewhere take/bring(4)/lead(3)/get(1) 

G telling sb a certain fact tell/teach/show 

H 

giving sb physical 

impact 
strike(2)/hurt(2)/hit(2)/get(2)/kill 

I suitability/relativity suit/concern(2) 

抽出した動詞を意味で分類 
Table 2 Semantic categories of verbs used with inanimate subjects 



Table 3 Thematic roles of the possible subjects 

CAUSER 

give/provide/leave(1)/bring(1)/allow(1)/cost/cause(1)/keep(1)/ 

leave(2)/set/put/make(1)/lead(1)/bring(2)/drive(1)/make(2)/lead(2)/ 

bring(3)/enable/allow(2)/help/cause(2)/drive(2)/keep(2)/prevent/ 

save/remind/strike(2)/worry/surprise/hurt(1)/hit(1)/amuse/please/ 

frighten/concern(1)/scare/bother/move/interest/amaze/affect  

INSTRUMENT or CAUSER take/bring(4)/lead(3)/get(1)/hurt(2)/kill 

SUPPORT or CAUSER tell/teach/show 

THEME strike(2)/hit(2)/get(2)/suit/concern(2) 

主語の意味役割で分類 

主語がCAUSERである（＝原因を表す）よう
な動詞が圧倒的に多い 



<使用する日英パラレルテキスト> 
・TED Talks 

公式ウェブサイトより一部WebBootCatを使ってトランスク
リプトを収集 
https://www.ted.com/talks/david_autor_why_are_there_still_so_many_jobs?language=ja 

・新聞記事 
Uchiyama & Isahara (2003) より 
・文学作品 
Uchiyama & Takahashi (2003) より 
 
       →それぞれから100文ずつ、計300文 

さて実際に訳を見てみましょう 

https://www.ted.com/talks/david_autor_why_are_there_still_so_many_jobs?language=ja
https://www.ted.com/talks/david_autor_why_are_there_still_so_many_jobs?language=ja


使役動詞 + 目的語 + 不定詞の連鎖について研究した
Ikegami (1990)によると 

 

 

make は高い確率で無生物主語と共起するらしい！ 

 

→ターゲットは make + 人称代名詞 

 

問題は無生物主語構文の抽出だ 



実際に収集したパラレル文 







genre   

English subject TED News Literature Total 

animate 11 14 27 52 

inanimate 89 86 73 248 

Total 100 100 100 300 

無生物主語の文がとれてるだろうか 

Table 4 Animacy of subjects per genre 

↑無生物主語構文が多い！ 



訳しかたの分類 

Retention 

 

英文の主語を維持しているもの 

e.g.  その飛行機事故はタロウを殺した。 

Conversion 

 

英文の主語とは違う主語になっているもの 

e.g. その飛行機事故でタロウが死んだ。 

Topicalisation 

 

英文の主語が文全体のトピックであるように訳されているもの 
e.g. その飛行機事故は、太郎が死んだものだ。 

Omission 

 

該当の主語や対応する述語が省略されていて判別不可 

例： The flight accident killed Taro. 



  English subject   

Strategy Animate Inanimate Total 

Retention 44 67 111 

Conversion 5 141 146 

Topicalisation 0 20 20 

Omission 3 20 23 

Total 52 248 300 

訳しかたの内訳 

Table 5 Translation strategies for each type of English subject 

χ2 (3, N = 300) = 62.745, p < 0.01, Cramer’s V=0.457 



Ex. 主格 
与格 / 所有

格 
対格 述語 + α 

a 

(無生物） 

―は[が] 

× (人）に,  を 

使役形, –せる, させる       

－する, 他動詞形 
Positive 

 ―てくれる   

Negative 

―てしまう b （人）に, の 

(感情)を       

 (動詞・形容詞

の名詞化)を 

与える、もたらす  

投げかける、誘う 

煽る、迫る  など 

それぞれの訳しかたをさらに詳しく 

Table 6 Translation patterns of retention 



Ex. 原因や時を表すフレーズ 主格 態 述語 + α 

c 

(動詞)-(し)て, (名詞)-で,        

-おかげで,  せいで 

-ために,   -によって 

 -度に, など 

(人)は[が] 

能動 

動詞 or だ 
Positive:  -ことができる

Negative: -てしまう, 

                   -(せ)ざるをえない 
d 

(-したく)なる 

-(よう)になる       

e 受動 -れる ,  -せられる  
 Negative: -てしまう, 

                  -(せ)ざるをえない 

Table 7 Translation patterns of conversion 

Ex. トピック 挿入 述語 + α 

f （無生物）は[が] (a~e) (ような) もの +だ 

-と思う  

g 
（無生物）は                            

(無生物)を見る/聞く/思う/と 
(それは)                    (形容詞) + (もの) + だ 

Table 8 Translation patterns of topicalisation 



The official notice makes us observe the law. 

 

  その通達は私たちに法律を守らせる。 

  その通達は条例の順守を迫る。 

  その通達によって私たちは法律を守る。 

  その通達は私たちに法律の順守を迫るものだ。 

 

 いろんなパターンに訳せる！ 
  

これを使えばたとえば 



His injury may prevent him from playing in tomorrow’s game. 

(CAUSER) 

 

怪我が明日の試合への彼の出場を妨げるかもしれない。 

怪我で彼は明日の試合に出られないかもしれない。 

怪我のせいで彼は明日の試合を欠場させられるかもし
れない。 

怪我で彼は明日の試合を欠場せざるをえないかもしな
い。 

 

他の動詞にも広く適用可能 
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